
 

 

 

 

 

 

 

   生涯学習に卒業はあるのだろうか… 

            ～ある実践者のことばに思いを寄せて～ 

 

先日、開設当時からずっと企画運営に関わってこられた A さんからある申し出を受け

た。それは「生涯学習大学に卒業証書はないの？」というものだった。生涯学習は生まれ

てから亡くなるまで、ずっと継続していくものという感覚で卒業するという発想がなかっ

たので、色々と考えさせられた。 

 A さんとは、生涯学習大学の前身の中央公民館の時から、一緒に色々な活動に取り組ん

できた。A さんは、学ぶだけではなく、学んだ成果を活かして、みんなでより良いまちを

創っていくことが大事だという信念が強い人だった。 

 私が A さんの取組んだ活動で最初に思い出すのは「まなびすと」の活動だ。現在の企

画運営スタッフとは異なり、講座で学んだことを社会の様々な分野に還元していくボラン

ティア活動である。誰かのために役に立つ活動をやってみようという有志が病院で患者の

支援に取組む活動、介護施設や放課後児童クラブを訪ねて読み聞かせや傾聴など、活動仲

間の輪が拡がっていった。 

 そして自らも様々な活動に積極的に挑戦し、救急法やレクリェーションなどの資格取得、

全国生涯学習まちづくり協会の活動などにも取組んだ。平成 18 年に生涯学習推進員を退

いた後も、地域で民話の語り部活動や民生児童委員の活動を続け、生涯学習大学では今年

度も語り部教室の講師を務めてくれている。 

 私なりに生涯学習の卒業を考えてみた。インドでは人生を 4 つの期間に分ける考え方が

あるそうだ。「学生期」これは学校で学ぶ期間、「家住期」これは社会や家庭の大黒柱とし

て頑張って働く期間、その後やって来るのが「林住期」だ。現役を退き、これまでの経験

を踏まえ、より深く知恵を磨いていく人生の総決算、充実期がこれにあたる。退職後は余

生、余りの人生と否定的に捉えられがちだが、「林住期」には、現役時代に膨らんだ縁や

しがらみを省き、こだわりを無くした清々しさを感じます。その後に「遊行期」が続くが、

ここではさらに物質的、精神的な断捨離を進め、無一物に戻ってこの世に別れを告げると

いう考え方だ。 

 私は、A さんの申し出を「家住期」を整理し、「林住期」に移る覚悟と受け止めた。こ

れまで我武者羅に上ってきた人生を振り返りながら下山していくモードに切り替える決

心をしたのだろう。これは私の勝手な思い込みかもしれない。ただ、これまでの長年の尽

力に深く感謝し、これからの「林住期」の多くの実りに心からのエールを送りたいと思う。 
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10 月号に引き続き、いつも生涯学習大学での学びをサポートしてくださっている 

“まなびすと”（スタッフ）の皆さんの紹介をさせて頂きます。 

 

 

★本郷 敏子 

誰れもが心の重い自粛生活を余儀なくされている。私はこれを幸いに積ん読の山を崩す

ことを思いついた。改めて見てみると読みたかった本ばかりで思わず頬がゆるむ。読書

会の講座を楽しみに、今日も老眼鏡を頼りに活字を追っている。 

 

★石井 佐智子 

「人生 100 年時代」をいかに楽しく、ワクワクして生活するか。そんなチャレンジを

共有したく「新・雑談しま専科」を始めました。山あり谷ありを楽しみながら、雑談が

できる場になることを祈ります。 

 

★尾崎 元宣 

「雑談しま専科」は新しい学び方に挑戦します。臆する事なく新しい学びに共にチャレ

ンジしましょう。よろしくお願いします。 

 

★尾崎 容子 

生涯学習大学に参加して 3 年になります。まだまだ初心者で何もわかりませんが、皆様

に教えていただきながら、これからも学んでいきたいと思っています。よろしくお願い

いたします。 

 

 

 

新任のご挨拶 

 

井上 朋美 

8 月より生涯学習センターでお仕事させていただいております。 

生涯学習講座を通じ、皆様の学びのお手伝いをしつつ、自身も成長できたらと思いま

す。ご迷惑をおかけすることもあるかと思いますが、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 



 

 

「私の学び」 

   

 

◆◆まなびすと 髙尾 妙子◆◆   

 

自由な時間が、たくさんできて、『よーし』と友達から聞いていた、広瀬の生き

がい創造学園に申込み、活動を始めました。一年後今度は生涯学習大学を知り、

今に至っております。 

 記念すべき初めての講座は『旅行のための基礎英会話』でした。久しぶりに、

身の引き締まる時間を過ごしました。あれから、九年が過ぎ、大学では、いつの

間にか、スタッフをさせていただく事になりました。ささやかですが、お手伝い

させていただいています。 

 私は、座学よりも、現地集合の講座が好きです。季節の移り変わり等、楽しめ

ます。好奇心旺盛で、毎年たくさんの講座を選び、広瀬の学園のサークルと両立

させて、楽しい、毎日をおくっています。 

 みなさん第三の人生、学びの心を忘れずどんどん大学へおいで下さい。昔の友

と再会したり、知り合いになった人達との、さりげない会話で、世界が広がりま

す。今はコロナ禍で大変な時期ですが、みなさんの笑顔を、楽しみに講座でお待

ちしています。 
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【日 時】 令和 4 年 1 月 19 日（水） 14：00～15：30 

【場 所】 生涯学習センター 第 1 研修室（文化センター本館 2 階） 

【講 師】 上部シニア交流センター 指導員 久保田 敬子 

                  指導員 渡邉 愛 

【受講料】 400 円  【材料費】 500 円 

【定 員】 20 名 

【申込方法】 直接（生涯学習センター受付）、電話 

【お問合せ】 新居浜市生涯学習センター 担当：北尾 

       TEL/FAX 33-2991  ※申込受付時間は平日の 9 時～16 時です 

※この講座は新居浜市社会福祉協議会の協力により開催いたします 

日 曜 講座名 回 テーマ 時間 場所 

1 水 
新・雑談しま専科 7 雑談パート④ 9:30 生涯学習センター研修室 

学んでマナビィ ― スワッグ作り 10:00 ふれあいプラザ第1研修室 

２ 木 学んでマナビィ ― 楽しい色えんぴつワールド 9:30 生涯学習センター研修室 

3 金 別子銅山に学ぼう!!PartⅡ ３ 別子銅山付近の植林・林業 13:30 市民文化センター別館大会議室 

4 土 
環境問題を考えよう 4 環境問題に取組む先進事例… 9:30 生涯学習センター研修室 

松山大学公開講座 7 産学連携と地域貢献-ある… 13:30 生涯学習センター研修室 

6 月 
学んでマナビィ ― おもしろカルタ体験 9:30 ふれあいプラザ教養娯楽室 

めだかの学校 4 過去から未来へ繋ぐピアノ… 18:30 あかがねミュージアム 

7 火 学んでマナビィ ― 気功で体と仲良しにＡ 10:00 文化振興会館第５研修室 

8 水 
懐かしの心の唄 4 童謡、唱歌、ラジオ歌謡な… 10:00 市民文化センター別館中ホール 

人生百年医学講座 4 口腔ケア 14:00 市民文化センター別館中ホール 

9 木 
世界知っトク・なっトク講座 4 異文化理解～食文化の違い… 10:00 ふれあいプラザ調理実習室 

ポストコロナ時代の人間関係 4 人と人との関係～人が人に… 18:30 生涯学習センター研修室 

10 金 
すぐに役立つ介護講座 5 研修センターの見学研修 ― 現地 

俳句教室 ― 俳句 13:30 生涯学習センター研修室 

11 土 松山大学公開講座 8 超高齢社会における法律問題 13:30 生涯学習センター研修室 

13 月 
学んでマナビィ ― 水まわりのおそうじ講座B 10:00 生涯学習センター研修室 

学んでマナビィ ― 水まわりのおそうじ講座A 13:30 生涯学習センター研修室 

14 火 ヨーヨーお手玉ダンス 4 ヨーヨーお手玉ダンス～応… 10:00 文化振興会館第5研修室 

15 水 科学博物館講座 5 磁石工場をのぞいてみよう 10:00 総合科学博物館第1研修室 

16 木 新・読書のすゝめ 3 未来に伝えたい本のすばら… 13:30 生涯学習センター研修室 

17 金 別子銅山に学ぼう!!PartⅡ 4 東延周辺の遺構を訪ねる 13:30 市民文化センター別館視聴覚教室 

18 土 
新居浜高専市民講座 6 環境とプラスチック 9:30 生涯学習センター研修室 

日本文学講座 5 謎の歌聖・柿本人麻呂 13:30 市民文化センター別館視聴覚教室 

魔除けの願いを込めて・・・ ～節分飾りをつくろう～ 

作 品 見 本 


